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前年度の課題
への対応

・主に環境、土木、農林業の分野で、業務における課題解決の手段として、ＧＩＳを活用
した効率化の検討を行った。
・部署単位でＧＩＳ研修会を行い利活用推進を図った。

統合型ＧＩＳ整備費 業務委託

実施義務 その他（内部事務等） 国県補助

③ 合計コスト（①＋②） 7,450,0007,310,349

●事業の実施内容（DO）

5,801,059

[単位：円]

経常経費

② 人件費 1,680,000

5,350,870
0

5,770,0005,524,077

なし（直営）

5,801,059
5,350,870

ア）コストの推移 ＊この事業にかかる費用（人件費は、1人あたり年間800万円で換算）

5,630,349
元年度

① 直接事業費

30年度
5,770,000

5,828,538

0.21

110.2% 101.9%

1,680,000

0

意　図

＊元年度に、いつ・どこで・誰が・何を・どのように行ったか、という具体的な内容

３

みんなでつくる、確かな未来を拓くまち

政　　策 施　　策

事業の実施内容

2年度(予算）

なし

なし

・統合型ＧＩＳの共用空間データ整備のための運用管理を行った。
・一般公開データを拡大し、市民サービスの向上に努めた。
・タブレット端末を導入し、現地調査などで活用により、業務改善を図った。

目
的
体
系

基本目標

ＩＣＴ(情報通信技術)利活用の推進

事業の概要等 ＊対象者（誰のため)、意図（どのような状態にしたいのか）

事業の概要
（簡潔に）

統合型ＧＩＳを全庁的に活用することで、情報の共有化による業務の効率化及び高度化を
図る。また、整備した情報を一般公開することで、市民サービスの向上を図る。

目
的

29年度

対象者 市民・職員

区　分

行政事務の効率化、高度化及び市民サービスの向上を図る。

元 年度

１次評価日（主幹等）

評価対象年度 令和

２次評価日（課長等）

課等

市政運営の推進

16301

小松　茂作成者企画政策部 秘書広報課

コード

事務事業評価表（内部管理事務等）

事業名

担当部課

統合型ＧＩＳ整備事業

部等

事業概要

根拠法令

予算科目

④ コストに関する補足説明

7,449,187
特定財源 945,384 802,332 802,332 813

7,081,059 6,630,870

6,508,017

前年度比 93.6%

財源
内訳

一般財源 6,135,675

0.21
1,280,000

0臨時的経費

＊特定財源の説明 水道事業会計からの負担金

正規職員の人数（人）

＊臨時的経費の説明

0.16

106,272

1,280,000
0.16

様式第３号



イ）負担金、補助金、交付金の状況

７

８

件数

ア)の①に含まれる負担金
等合計金額及び割合

合計金額 0 0 0 0
割合 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

件数

件数

金額

件数

金額

金額

金額

[単位：件、円、％]

負担金補助金 29年度 30年度 元年度 2年度(予算）

件数

金額

継続して実施 ９ 施策評価による2年度の優先度
*H30年度施策評価表より転記すること

次年度の方針

R2.4

具体的な課題と改善

課
　
題

●次年度の計画（PLAN）

●改善の内容（ACTION）

・各課等における課題解決の手段としてＧＩＳが活用できるか検討する。
・研修会を実施して庁内での利活用を促進する。
・ＧＩＳ専門員及び担当職員を中心に外部研修を受講し、技能の習得を図る。

（事務を正確に実施し、少ない費用で効率的に事業を行う上で、現在課題になっていること）

・部署によっては、ＧＩＳを操作できる職員が限られていることが課題であり、庁内における更なる
利活用を促進する。
・専門的な技能を必要とするため、ＧＩＳ専門員のみならず、職員のスキルアップが課題である。

改
善
方
法

（上記の課題をふまえて2年度以降に実施する、具体的な改善の内容）

改善開始時期


